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特集II:奥井復太郎生誕100年 記念シンポジウム

奥井復太郎の総合観と都市景観論

山 岸 健

 絵 こころを大切 にしなが ら人生を生きた一人の研究者、彼 こそ奥井復太郎である。 さま

ざまなスケ ッチが残されているが、しなやかな感性が画面に漂っている。生活空間の片隅

が描かれている。 自画像がある。風景画がある。彼は文学作品にも深い関心 を示 している。

生活のなかで日々の生活を楽 しむ、 こうした態度で人生を生きた研究者によって 『現代大

都市論』が著わされたのである。

 ジョン ・ラスキン ー一ドイツ中世都市 一 シカゴ学派、こうした流れ をた どりなが ら、私

たちは奥井復太郎の研究の展開様相を理解できるが、彼の 〈まな ざし〉がいつ もそ こに注

がれていたのは、人び との生活だった。当然のことともいえるが、彼の都市研究 は、み ご

となまでに彼 自身の生活史によって貫かれている。 こうした生活史が視点とパースペ クテ ィ

ヴとなった うえで、都市研究の展開が見 られたのである。若き 日の彼がジョン ・ラスキ ン

研究に注いだ情熱は、注 目に価する。 ラスキンに熱中 した彼がイギ リスあるいはイタ リア

でかな りの時を過 ごして も少 しも不思議ではないのだが、奥井復太郎が留学先に選んだの

は ドイツだった。 ドイツ中世都市の風景とたたず まいによって魅了された一一人の若い研究

者の視野 にコミュニティとコミュニテ ィ ・ライフがクローズ ・アップされてきたことに注

目したいと思 う。彼の都市研究は、当初か ら風景や景観によって動機づけ られた り、方向

づけられた りしていたのである。

 景観が視点 とパースペクティヴとなった都市生活研究、私 たちは奥井復太郎の都市研究

のスタイルをこのように呼ぶ ことができるだろう。彼の都市研究 には景観論、風景へのア

プローチ という色彩が全面的に漂っている。 『現代大都市論』においては、特 にこうした

ことが明瞭 に認められると思う。だが、彼の都市研究の基本的特徴は、そ うした研究がな

によりも生活論として理解されるということではないだろうか。奥井 にあっては、都市理

解の鍵 となるのは、ことごとく生活、 日常生活なのである。彼の都市研究 にお いては、明

らかに生活 と生活者が視点 とパースペクティヴとなっている。そ して生活 とともに景観が

注 目されたのである。表現された生活、生活の光景 と風景が、奥井復太郎の視野に広がっ

て いたのである。

 生活に根 ざした景観 、社会関係の諸様相が浮かび上がってきて いるような生活の風景が

奥井の都市研究のそ こ、 ここに姿 を見せている。 こうした景観や風景は、人間の姿 によっ

て彩 られていたのである。 目に触れた景観や風景が彼自身のアイデンテイテイに内面化 さ
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れていったといえるだろう。奥井には景観や生活情景を見る深い 〈まな ざし〉が あった。

こうした 〈まなざし〉は彼の絵 こころによるものであった と見ることができるだろう。

 時代に応 じて、地域や職業や社会階層、生活の状態 と様相 に応 じて、まことにさまざま

な景観が見 られたのである。奥井復太郎においては、景観は環境 と生活 との統一 として理

解されたのである。

 生活の地平に姿を見せ るもの、生活の領域 として理解 されるもの、それが都市だったの

である。生活者の姿と表情、行動のパ ター ン、服装な どが奥井の視野 にクローズ ・アップ

されてきている。生活態度や生活理念な どに彼が注 目している。都市の理解は、人間の理

解や生活の理解 とひとつになっていたのである。

 ドイッ中世都市に多大の興味関心を示 した奥井が特に魅せ られたのは、その姿かたち

(彼は形体という)、 建築、設計だった。 こうした都市の姿かたち、景観、広場やス トリー

ト・パター ン、光景、風景は、みごとなまでに集団生活、コミュニテ ィを具現 していたの

である。ラスキ ンが念頭 にあった奥井にあっては、 自然美を謳うラスキンの観察解釈がそ

のまま自分 自身の中世都市観になっていたのであ り、ラスキ ンをふまえた中世都市観が奥

井の総合観 の基底 となっていたのである。

 『現代大都市論』の第三章は、 「大都市の地域的構成」 と題 されているが、その第二節

は、 「地域 ・景観 ・社会」 というタイ トルの節である。 もうひとつ言葉を加えることにす

るならば、当然、生活 という言葉が浮かび上がって くるだろう。 この第二節の内容 とほと

ん ど同 じ内容の文章が、 『都市経済論』の第二編、第二章 、 「都市社会学」の第三節、

「地域 と景観 ・其の社会学的意義」 に見 られ ることを指摘 しておきたい。景観 にお いては

全体的統一と調和 に美が見出されることはいうまで もないことだが、奥井は自然美か ら都

市美に導かれたのである。 「地域 ・景観 ・社会」、 こうしたタイ トルに私たちは彼がいう

総合観 の一端を見出す ことができるだろう。社会 という言葉は、社会生活、社会関係、人

間、人格、パーソナ リティなどといった言葉がつぎつぎにそ こに姿 を見せる言葉なのであ

る。

 地域 の特殊性 を示すために用 いられる標識 として奥井が挙 げている項 目は、つぎのとお

りである。 一一一人 口、建物、経済的活動、富 力、移動性。 『現代大都市論』 の第三章、

第二節に見 られるつぎのような言葉 に注 目したい(奥 井1996,260-261頁,こ こでは旧か

なつかいを新かなつかいに訂正)。

斯 くの如 く、地域の持つ特殊性 を指示すべき標識を悉 く列挙する事は ここでは不可能で

ある。要は是等 の事象 に示 された様 に、各地域が特殊な生活者 と特殊な生活力 と、従っ

て特殊な生活様式 と理想 とを持 っている事が明かにせ られ ＼ばい ン。其の結果、各地区

は独 自の生活様相 と生活理想 とを持ち、ここに独特の空気が醸成され、斯 くして此の地
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区が別天地 を構成する。此の小天地 は居住者に とっては安住の地であり、他者(ヨソモノ)に

とっては外国である。 (中略)盛 り場は大勢の人々を吸収す る事 を以って成立す る土地

であるが故、開放的でなけれ ばな らぬ。勿論、盛 り場の雰囲気は封鎖的に保持されねば

な らぬ。渾然たる空気が其の中に漂っていなければな らぬ。併か し、盛 り場は其の空気

が排他的であってはな らぬ。又事実、盛 り場の空気は必ず しも排他的ではない。む しろ

開放的である。斯かる事情からして都市内部の地域的な型態(こ の型態 という言葉 は、

r都市経済論』では、文様 となって いる(奥 井1939 ,99頁))は 同時に居住者の行動型

ともな り、合せて居住者の心的状態にも通ずる理である。或 る論者が都市 とは或る心的

状態であると云 うのは此の意味で、居住者の心理内容が地域的関係によって規定される

事を指す ものである。斯かる意味に基いて景観の社会学的意義が生れる。

 奥井復太郎が いう総合観の様態を私たちはここに見ることができるだろう。見方 によっ

ては、こうした総合観は、景観論 に集約され るといえるのではないだろうか。総合観 は生

活者である人間と生活へのアプローチ によって貫かれて いるのであり、地域というスケー

ルで総合観の展開が試み られているのである。

 地域的封鎖性や排他性が指摘 されるような地域/別 天地があるのだが、独特の雰囲気が

そ こで体験されるよ うな開放的な盛 り場があるのである。

 都市をある心的状態と呼んだのは、パークである。ベルギーのブリュー ジュが小説のま

るで主人公 となっているような作品、 『死都 ブリュージュ』 につぎのよ うなシーンがある

(ローデンバ ック1892[1988,112-114頁])。 「とくに町々には、それぞれ一つの人格、

自主独立の精神があり、喜びや新たな恋や、断念や寂 しいや もめ暮 しと通 じあうような、

ほとん ど表に現れ出た性格がある。 あらゆる都市 は一つの精神状態であって、その都市に

滞在するようになると、す ぐにこの精神状態は伝播 し、大気の色合いと溶けあ う液体 となっ

て、われわれに感染 し、ひろまっていく」。 この小説は深い悲 しみに満ちあふれた哀切き

わま りない感傷的な作品だが、ブリュー ジュの景観 と表情 と雰囲気の描写 と表現 は、まこ

とにみ ごとである。

 永井荷風について述べたとき、奥井復太郎 は、景観 、人間の集団生活、人間のパーソナ

リティ、この三つが三位一体の形をな していることに言及 し、 こうした点 に都市社会学の

研究 のひ とつのテーマを見出 している。土地柄 と人柄 と心柄 一 三位一体的関係は これ ら

のあいだに見 られるのである(奥 井1959,25-27頁)。

 都市景観に注がれた奥井の 〈まなざし〉には並々な らぬ ものがある。私たちは都市研究

の場 において都市美が彼のモチー フのひとつになっていた ことを見落 とすわけにはいかな
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いだろう。奥井の総合観には美的な感覚 ともいうべきものが見 られるよ うに思われる。

 r現代大都市論』 (昭和15年)、 『都市経済論』 (昭和14年)に 先立 ってプ リン トさ
れているエセーだが・ 「都市生活 と景観 ・都市美」 と題された9ペ ージにわたる小論文が

ある。文章の末尾 には、昭和12年4月13日 稿、 と記 されている。 このエセーの文章は、つ

ぎのような言葉で結ばれている(こ のエセーがどのような機会にどこにお いて発表 された

ものであるのか・現在の ところ不明である。活字化 されたプリン トが残 されて いる) 。
一 「よきにっ け、悪 しきにつけ、人間は景観 を作 り、景観又は環境に支配されて行 く。

故 に若 し社会生活 を合理化 し整頓 し、将来の発展を正 しく指導せんとす る技術が 「計画」

であ り、都市 に於 けるそれが 「都市計画」であるな らば、此の理を覚って将来発展の指導

に当た らねばな らぬ。此 の理、即ち人間と環境の一致、換言すれば景観的統一、これ こそ

美の條件でもある。都市美 を云々す る場合、吾々は此の美の観念を切 り離 して考えてはな

らぬ。常に生活 との関聯 に於 いて、その表現 を求む可きである」。奥井が理解するところ

では景観 とは表現 された生活なのである。

 文化景観 に入 る田園的景観 を理解 しようとするとき、奥井は、自然的風物、人工的風物

とな らんで、人的景相に注 目して いる。住民の体格、性質、言語、服装、習慣、態度、動

作 にお いて人的景相が理解 されたのである。都市的景観へのアプローチにおいては、人的

景相 にあたる住民の外貌および態度などが、注 目されたのである。

 郊外の都市化が進むにつれて、人間 も生活 も景観 もまった く一変するのである。

 奥井復太郎においては都市現象は生活基盤、生活体制、生活理念(生 活信条)と いうそ
れぞれの視点か ら、生活現象として、総合的 に考察されたのである。奥井の総合観 の極に

姿を見せたもの、それが景観である。都市は社会的景観 として理解されたのである。それ
は生活の風景であ り、人間の光景だったのである。

 生活 において、生活 とともに、生活 をとお して理解される都市、都市において、都市 と
ともに、都市をとお して理解される生活 、奥井 にお いてクローズ ・アップされたのは、こ

うした生活であ り、都市である。都市生活、都市生活者、都市景観、 こうしたモチーフに

よって奥井の都市研究は貫かれているのである。

 平凡 な 日常 生活 trivial round of daily life に見 出 され る 生活 の ドラマ と生活 景観 に

奥井の 〈まなざ し〉が注がれて いた。人び との生活の情景と風景が彼の視野 に広がってい

たのである。

 総合観は奥井の方法であり、パースペクテ ィヴだった といえるだろう。デカル トは道 に

従うことを方法 と呼んだのである。奥井には途上風景や道路社会学をイメージするパース

ペクティヴがあった。おおいに注目したいところである。

 奥井の都市研究では風景が生きている。地図への道、風景への道がある。彼は風景への

道 を見失っていない・芸術/ア ー トの心が いつも燃えっづけていたところに彼のパースペ
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クティヴの個性ゆたかな表情が見 られるのである。

 芸術 と科学 一 奥井復太郎 にはアー トに注がれた 〈まなざし〉があった。彼の都市研究

はアー トの心がそ こで生きていた生活研究、人間研究でもあった。アー トによってアル ト

シュタッ トに魅せ られた男 と呼ばれた奥井のパースペクティヴには、まことにみ ごとな展

望がもた らされているのである。
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